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佐賀県教育センターニュース 

 

平成2９年１０月３１日発行 

子供たちの輝く未来のために！  

１１月号（１７１号） 

 

  

 

 

このような転換期に、文部科学省教科調査官の直山木綿子先生を講師に 

迎え「これからどうなる？教科化を見据えて、今取り組むべきこと」とい

うテーマで講義をしていただき、大変有意義な時間を過ごすことができま

した。講演内容も、新教材の活用のこと、授業時数のこと、文字の取扱い 

のことなど、具体的で分かりやすいものでした。 

受講者からは「新教材を使った実際の授業のイメージをもつことができた」「今日の話を校内だけではなく、

市内に広めていきたい」等の感想がありました。 

 

平成 29 年 3 月に告示された新学習指導要領において、中学年に外国語活動及び高学年

に外国語科が導入されました。平成 30 年度より移行期、32 年度より全面実施に向け、各

校においてそのご準備をされていることと思います。さて、この高学年外国語科導入にあ

たり、「中学校英語の前倒し」と言われることがあります。しかし、中央教育審議会答申(平

成 28 年 12 月)においては、「教科として位置付ける際、単に中学校で学ぶ内容を小学校高

学年に前倒しするのではなく」と記されています。 

これから始まろうとしている小学校における外国語科は、「中学校英語の前倒し」では

なく、まったく新しい教科です。日本で初めて、小学校で教科としての外国語教育が始まります。それは、現行学習

指導要領における外国語活動の成果と課題を踏まえ、小学校でしかできない外国語科の指導があるからこそ導入さ

れたのです。小学校での「外国語で、英語で通じた、分かった」、「こんなことが、あんなことも、英語でできるよう

になった」という小さな成功体験と自信が、中学校以降の外国語学習につながっていきます。 

移行期で活用するために文部科学省が作成・配布する高学年用新教材のタイトルは、「We Can!」です。子供たち

が、小学校での外国語活動及び外国語科を通してこんなことができるようになったと自信をもって中学校に行って

ほしい。そして、小学校の先生方には、この教材の活用を通して、教科外国語の指導に「できる」と自信をもってほ

しい。そんな思いでこのタイトルを付けています。小学校文化に根付いた外国語教育をともに創っていきましょう。 

                    

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 平成 32 年度より実施される新学習指導要領においては、新たに小学校

第３、４学年において「外国語活動」が必修化されるとともに、新教科「外

国語」が第５、６学年において実施されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度から、教育センターでは、新学習指導要領を踏まえた内容の講座を多く実施しています。その中で、

今回は「小学校外国語活動Ⅱ講座」の内容を紹介します。また、本講座の講師である直山木綿子先生（文部科

学省教科調査官）から頂いた、佐賀県の先生方へのメッセージを掲載します。 

佐賀県教育センター  〒840-0214 佐賀県佐賀市大和町大字川上  TEL 0952-62-5211(代) 
URL：http://www.saga-ed.jp/         「ミネルバ」については教育課程支援担当（直通 0952-62-5238）まで 

 

 

小学校外国語活動Ⅱ講座（これからどうなる？教科化を見据えて、今取り組むべきこと）10 月 13 日（金） 

短期研修担当 0952-62-5212（直通） 

 

このページの記事についての問い合わせ先 

新学習指導要領実施に向けて  ―佐賀県の先生方へ― 
             文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官  直山 木綿子 

新 学 習 指 導 要 領 を 踏 ま え て 

http://www.saga-ed.jp/
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11 月に実施する「サタセン」（土曜日に教育センターで行う自主参加の研修会）の概要

をご紹介します。申込み方法等の詳細な内容は、各担当者から学校に案内します。 

各自で直接お申込みください。（管理職を通しての申込みではありません） 

学習指導要領の改訂に先立ち、教育センターの「プロジェクト研究」（高等学校理数教育研究

委員会）では、県内の先生方に研究委員として協力していただきながら、対話的活動を取り入れ

た、生徒の思考力・判断力・表現力を育成する授業づくりについて研究しています。 

今号では、白石高校と高志館高校で開催した公開授業及び授業研究会の様子を紹介します。 

 

 

 

 

「プロジェクト研究」（高校理数教育研究委員会）公開授業研究会開催中!! 

研究調査担当 0952-62-5214（直通） 

 

このページの記事についての問い合わせ先 

※まだまだ定員に余裕があります。参加申し込みができます。 

公開授業の内容は、センターWeb

の「研修講座案内」に掲載している

実施要項でご確認ください。 

参加申込は、SEI-Net「研修講座管

理」にて、お願いします。管理職の先

生を通してお申し込みください。 

数学「データの分析」 高志館高校 

参加された先生方の声 

・ 公開授業はもちろんですが、他の先生

方と意見交換をすることができたのが

良かったです。 

・ とても参考になりました。授業に取り入れ

られた手立てを活用していきたいです。 

理科（物理）「波の性質」 白石高校 

固定端での波の反射の様子を

予想させ、その理由を考えさせ

ました。その後の話合いで、考え

を比較したり関係付けたりする

ことで、生徒は自分の考えの妥

当性を高めることができまし

た。 

日本の人口の増減とその因

果関係に関する３つの資料の

特徴について、班の中で説明し

合いました。班の中で出た意見

をまとめることで、資料を関連

付けて「分析する力」の育成に

つなげました。 

１ 

今後の公開授業研究会（高校理数教育）予定日一覧 

 

授業研究会では、授業に取り

入れた手立ての成果と課題につ

いて、活発に意見交換が行われ

ました。 

開催日 受　付 教　科 会場校 申込締切日

11/ ９（木） 12：45～13：15 数　学 佐賀西高校 11/２（木）

11/13（月） 12：45～13：15 理科（化学） 牛 津 高 校 11/６（月）


